
 

令和 2年度 第 2 回豊中市公共施設等有効活用委員会 

次第 

 

日  時：令和 2年（2020 年）11 月 4 日（水） 15 時～17 時 

 

開催方法：オンライン（Zoom） 

 

傍聴場所：豊中市役所第二庁舎 ３階大会議室 西側 

 

＜ 案 件 ＞ 

１．会長の選出について 

２．スケジュールについて 

３．南部地域の学校跡地活用の考え方について 

４．その他 

 

 

＜ 資 料 ＞ 

・資料１ 豊中市公共施設等有効活用委員会に係る規則等について 

・資料２ 豊中市公共施設等有効活用委員会 委員名簿 

・資料３ 南部地域学校跡地に関するスケジュールについて 

・資料４ 南部地域の学校跡地活用の考え方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【資料１】 

1/2 

豊中市公共施設等有効活用委員会に係る規則等について 

 

１．豊中市公共施設等有効活用委員会規則 

第１条 この規則は，執行機関の附属機関に関する条例（昭和２８年豊中市条例第３８号）第

２条の規定に基づき，豊中市公共施設等有効活用委員会（以下「委員会」という。）の組織

及び運営その他委員会について必要な事項を定めることを目的とする。 

第２条 委員会は，市長の諮問に応じて，公共施設等の有効活用について調査審議し，その意

見を答申するものとする。 

第３条 委員会は，委員６人以内で組織する。 

２ 委員は，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱する。 

(１) 学識経験を有する者 

(２) 市民（市の区域内に事務所又は事業所を有する者，市の区域内に存する事務所又は事

業所に勤務する者及び市の区域内に存する学校に在学する者を含む。） 

３ 前項第２号に掲げる者は，公募により選考する。ただし，応募がなかったときその他やむ

を得ない理由があるときは，この限りでない。 

第４条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

２ 委員は，前条第２項第２号の委員を除き，再任されることができる。 

３ 市長は，特別の理由があると認める場合は，第１項の規定にかかわらず，委員を解嘱する

ことができる。 

第５条 委員会に委員長を置く。 

２ 委員長は，委員の互選によって定める。 

３ 委員長は，委員会の事務を総理し，委員会を代表する。 

４ 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長の定めた委員が，その職務を代理する。 

第６条 委員会は，委員長が招集し，委員長が議長となる。 

２ 委員会は，委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員会の議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するとこ

ろによる。 

第７条 委員長は，必要があると認めるときは，関係者の出席を求め，その説明又は意見を聴

くことができる。 

第８条 委員会の庶務は，都市経営部創造改革課において処理する。 

第９条 この規則に定めるもののほか，委員会の運営について必要な事項は，委員長が定める。 

附 則 

１ この規則は，平成２５年６月３日から施行する。 

２ この規則の施行後最初に招集される委員会並びに委員長及びその職務を代理する者に事
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故がある場合その他委員長の職務を行う者がない場合における委員会の招集及び委員長が

決定されるまでの委員会の議長は，市長が行う。 

附 則（平成２７年３月２５日規則第２０号抄） 

１ この規則は，平成２７年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年１０月２４日規則第６２号） 

１ この規則は，平成３０年１１月１日から施行する。 

２ 他の規則の一部改正〔略〕 

附 則（平成３１年３月２２日規則第３３号抄） 

１ この規則は，平成３１年４月１日から施行する。 

 

 

 

２．豊中市情報公開条例（抜粋） 

(会議の公開) 

第２３条 附属機関等の会議(法令等の規定により公開することができないとされている会議

を除く。)は，公開するものとする。ただし，次に掲げる場合は，非公開とすることができる。 

（１）不開示情報が含まれる事項について調停，審査，審議，調査等を行う会議を開催する場

合 

（２）物理的な妨害行動等が客観的に予測され，当該会議の公正かつ円滑な運営に支障が生じ

ると認められる場合 

 

 

３．審議会等の会議の公開の実施に関する要領（抜粋） 

第２ 公開，非公開の決定 

１ 審議会等の会議の公開，非公開については，条例に基づき，当該審議会がその会議におい

て決定するものとする。ただし，新たに設置される審議会等であって,審議会等の設置の趣旨，

目的等から当該審議会等の会議を公開することが条例に基づき明らかな場合は,当審議会等を

設置する執行機関が会議を公開することを決定することができる。 
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選任区分 所属 氏名

1
大阪大学大学院　工学研究科
地球総合工学専攻　教授

木多　道宏

2 近畿大学　建築学部　講師 佐野　こずえ

3 深澤俊男不動産鑑定士事務所　代表 深澤　俊男

4
マリンフード株式会社　取締役社長
（豊中商工会議所　副会頭）

吉村　直樹

5 大阪学院大学　経済学部　教授 和田　聡子

6 公募市民 ━ 勝原　小夜里

学識経験者

豊中市公共施設等有効活用委員会　委員名簿

（区分順・50音順・敬称略）



時期 取組み 公共施設等有効活用委員会

令和元年度
（2019年度）

上期

下期

令和２年度
（2020年度）

上期

下期

令和３年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

募集要項 確定

事業者決定

公募

各跡地の

活用計画に

ついて審議
答申

（情報収集・市場調査）

各段階で報告する

検討経過や

提案内容を

踏まえ

適宜意見・助言

委員

任期

2020年

10月

まで

会議①情

報

共

有

・

助

言

公
的
機
能
の
検
討

各跡地の活用計画 素案作成

会議②

会議①

諮問

南部地域活性化基本計画
（行政案）の作成

南部地域活性化基本計画 策定

各跡地の活用計画 素案作成

各跡地の活用計画 確定

意見公募手続（パブリックコメント）

サウンディング型市場調査
（公募の詳細条件整理）

南部地域活性化基本計画
パブリックコメント

1令和元年度（2019年度）第２回 豊中市公共施設等有効活用委員会

スケジュールについて 【資料３】

会議①

会議②

会議③

サウンディング調査

について意見・助言

等

会議①

会議②

募集要項について意

見・助言等

※別途選定委員会設

置予定

会議①

会議②



南部地域の学校跡地活用の考え方について
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１．豊中市学校跡地の利活用方針

① 子どもたちの未来につながるまちづくりをめざします

② まちの魅力、地域の活性化の拠点とします

③ 将来的な財政負担を抑えることを前提とします

Step２．利活用方策の決定

政策課題への対応や地域のにぎわい創出に向け、
・市民
・民間事業者
・有識者等から意見、提案を収集したうえで、市全
体のまちづくりの方向性と整合を図りつつ、効果的
な利活用をめざします。

確保する機能の決定

防災機能の確保

地域活動の場の確保 公共目的利用

Step１．学校跡地に確保する機能の決定

防災、地域活動、公共目的として利用するスペースを整
理したうえで 民間活力の導入など幅広い可能性を視野に
入れた利活用方策の検討を行います。

学校跡地利活用の基本コンセプト



２．南部地域活性化のコンセプト

心地よくって、個性豊かで、新しい！
豊中の “南の玄関口” は、新しいことにチャレンジする

次の時代の人材を育てる “みらいへの玄関口”

豊中の “南の玄関口”、南部地域。

都心近くに位置しながら、界隈性のある商店街と
事業所が交わるまちなみ、温かい人々は、
どこかホッと落ち着ける心地よさを兼ね備えています。

そんな“南の玄関口”は、暮らしや仕事のヒントになる時代の変化を敏感に
キャッチして、
新しいチャレンジを始めるスタート地点としても
抜群の場所。

ずっと住んでいる人からも、
ここで育ち、巣立った人からも、
そして新たな暮らし・チャレンジを始める人からも、選ばれるまちへ。

教育

事業所

商業・地元 文化・芸術

新しい人・モノ・情報

南部地域で育つ
みらいの人材

ビジネス

観光・国際交流

3



３．南部地域の学校跡地活用の考え方の整理
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学校跡地利活用の基本コンセプト

①子どもたちの未来につながるまちづくりをめざします

②まちの魅力、地域の活性化の拠点とします

③ 将来的な財政負担を抑えることを前提とします

心地よくって、個性豊かで、新しい！
豊中の “南の玄関口” は、新しいことにチャレンジする

次の時代の人材を育てる “みらいへの玄関口”

南部地域活性化のコンセプト

南部地域の学校跡地活用のコンセプト



①人口減少

平成21年から平成30年までの人口の推移をみると、市全体の人口は増加傾向となっている一方、南部地域の人口は減少傾向となっている

。
②魅力的なコンテンツの不足

大阪の中心部と千里中央といった郊外の住宅地の間にあって、この場所に降りる目的や、遊びに行く場所、住む理由が多くなく、多くの

人にとっての目的地になっていない。

③まちに対するイメージが良くない

市内の他エリアと比較した時に、治安面などまちの印象が悪い。

①人口減少 ⇒ 誰でも良いから人が増えれば良いという訳ではない

②魅力的なコンテンツの不足 ⇒ 巨大商業施設を誘致すれば良いわけではない

③イメージが良くない ⇒ キレイでピカピカのまちを目指したいわけではない

まちの本質的な価値をつくる、地域に根差した魅力づくりが必要

３．南部地域の学校跡地活用の考え方の整理



①庄内の立地特性と地域のポテンシャルと結びついたコンテンツづくり

庄内エリアの産業や地域の魅力などから生まれる、ここの地域ならではの資産を活かした魅力的な庄内コ

ンテンツを育む。

②庄内コンテンツを街のあらゆる場面で体験できる仕組みづくり
単にひとつの箱を用意するのではなく、住む人も、訪れる人も、ふらっと立ち寄った人も、あらゆる人が

またの様々な場面で庄内コンテンツを体験したり、参加することが出来る仕組みを構築する。

③このコンテンツと仕組みが、人を育み、愛着を産み、固有の魅力となることで、まちの価値となる

ミッション

地域に根差した
固有の魅力づくり

魅力を活かした
関係・交流人口

の増加

愛着を持ち
住まう人口の増加

本プロジェクトで実現すること

固有のコンテンツがまちの魅力となり、この魅力を求めて多くの人が訪れる。またこのコンテンツ自体が

人を育み、まちへの愛着を持つ人を増やす。

３．南部地域の学校跡地活用の考え方の整理
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文化拠点

沿線のにぎわい

市民サービス・
教育拠点

５．南部地域の学校跡地活用の考え方の整理

沿線のにぎわい

“地域との連携をより密接なものにするた

めに、地域のポテンシャルを深掘りして

いくと、そのポテンシャルを元にしたエ

リアとその属性を読み取る。”

心地のいい暮らしゾーン

イノベーション推進ゾーン



エリアのポテンシャル

音大

ピアノ

ロック

地場産業

工場

生産緑地

市場

飲食

グリーンスポーツセンター

河川敷

↓
音楽

↓
食

↓
ものづくり

↓
スポーツ

音楽 食ものづくりスポーツ

学校跡地活用

小中一貫等の教育施策

音楽 食ものづくりスポーツ

音楽 家庭科図工体育

“実技が育めるまち”

＋

×

（特色ある学びのフィールドと地域連携に向けた活用）

まちのポテンシャルを元に学校跡地を活用した新たな魅力を創出。

南部地域活性化基本計画

＋

５．南部地域の学校跡地活用の考え方の整理


